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の納税

題定資藤税の3期分です
都市計踊税

12月

年
間
に
二
高
入
増
み
こ
か
い

街
路
計
画
と
用
途
地
域
の
指
定

酔
本
町
ま
、
臨
む
か
e

ら
泊
ヤ
調
な

塩

:
l
l
i
'
;
i
j
j

噌
い
し
的
削
除
mw
品
地
楠
棋
に
あ
号
、
過

噛

火

鶴

市
hw
鯵
緩
争
う
け
て
急
激

醐
な
人
幻
滅
相
府
M
V
陥
踏
込
ま
れ
て
お

輔

ち

ま

す
e

柏
村
に
隊
本
仲
間
場
公
岡
山

哨
に
よ
る
叡
北
台
市
明
幼
隊
総
務
終

糊
と
そ
の
周
辺
の
宅
地
淡
成
立
た

樹
立
、
守
本
才
員
置
自
白
翠
b
話
番
蜜

m
l
p
;
i
i
t
E
j
 

開
成
な
ど
が
活
発
認
知
し
て
お
き
ま

騨
ず
の
明
、
と
れ
ら
の
弘
前
偏
向
と
あ
わ

併
せ
て
毅
然
と
し
た
併
問
づ
く
ち
が

炉
必
要
と
な
っ
て
ま
い
ち
ま
し

蝿
亡
、
と
の
よ
う
な
滅
状
で
あ
り

聯
ま
す
の
で
従
来
の
都
市
川
例
制
緩
問
問

酔
銭
議
終
を
変
更
し
、
そ
の
総
絞

噛
も
計
部
火
す
る
こ
と
に
し
ま
し
に

噸
本
計
図
は
、
衛
星
怒
策
と
し

輔
て
の
総
命
中
な
器
開
疫
を
駁
す
る
た

胡
め
の
前
泌
総
総
論
摘
を
磁
立
し
ょ
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昭
和
三
十
五
年
か
ら
線
利
関
十
伴
の
嗣
回
融
持
靖
開
策
ま
で
に
六
千
腎
一
一
一
人
の
入
門
M
M
V
綴

刻

。

。
し
て
お
与
ま
す
が
、
き
ち
は
級
殺
隊
十
豆
年
ま
で
の
笈
年
燃
は
ス
万
人
mw
人
口
摺
加
が

O

O

-
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
町
で
は
後
続
し
、
い
ろ
い
ろ
の
計
画
者
側
樹
交
し
て
お
き
ま
す
。
。

0

そ
の
一
つ
で
あ
る
都
市
計
間
関
で
は
と
の
人
口
総
加
に
対
応
す
る
務
復
計
綿
織
機
的
附
と
都
市

0

0

祉
制
緩
絞
殺
ぬ
域
を
次
の
よ
う
に
決
浴
し
、
公
る
九
日
比
一
一
十
六
尽
に
乎
策
総
市
針
縦
縦
方

0

0

審
議
会
の
絞
殺
脅
緩
て
努
定
を
受
け
、
十
月
十
九
口
"
の
管
制
棋
に
告
一
示
き
れ
ま
し
た
。
な
〈
V

O

お
用
途
地
殺
に
つ
い
て
は
、
十
一
月
八
日
か
ら
滋
潟
き
お
い
ま
す
。

う
と
す
る
も
の
で
盆
緩
絡
燃
は

九
州
悶
・
九
移
約
一
一
六

O
総

合
札
丸
一
お
滋
)
菊
菜
地
附
酬

は
、
一
一
ニ
ニ
M
W
約
二
七
・
七
M

〈
人
集
中
ハ
係
機
)
機
工
議
地
一
議

法
、
。
二
ω

一
%
約
一
一
一
・
入
総

〈
八
一
・
ム
ハ
」
削
減
)
ヱ
幾
品
嶋
崎
織

二
・
玄
%
約
三
O
換
五
お
と
な

り
ま
す
。
商
業
地
M

唱
は
、
中
心

的
創
刊
議
幼
域
と
し
て
聞
紙
訪
の
周

波
令
制
附
公
し
、
ホ
〈
漏
崎
市
中
心
約
に

利
問
問
勺
き
る
よ
う
に
海
底
街
の

諮
問
同
出
身
叫
刑
制
慨
し
て
お
り
ま
す
。

伎
宅
議
淡
は
、
将
棋
川
の
溌
削
叫
に

応
じ
て
さ
ら
に
凱
制
限
で
き
る
よ

う
に
計
一
践
し
、
市
務
総
校
、
縁

関
脱
が
釣
在
的
に
建
て
ら
れ
が
ち

で
す
の
℃
少
し
お
お
き
診
に
時
制

た
し
て
あ
ち
ま
す
。

衛
隊
件
耕
一
銭

る
た
め
従
来
の
許
制
問
脳
間
協
の
然

災
な
ち
び
に
首
相
殺
道
路
島
仏
加
え

例
制
闘
の
よ
う
な
一
許
認
街
絡
者
州
民

軍
人
恩
給
通
算
改
訂

認年内・
0
月
初
日
ま
で
謡

飽
き
ん
は
淡
に
、

C
承
知
の
縫
い
か
謝
開
立
さ
れ
た
〕
訴
に
淑
人

乙
と
と
緩
い
ま
す
が
、
岡
昭
和
二
の
間
部
品
鞠
絡
を
受
け
て
い
た
清

十
一
線
二
良
一
日
〈
翠
人
恩
給
法
、
級
品
和
二
十
八
年
八
月
一
日
開

家
人
間
紛
糾
制
仲
間
が
後
治
改
正
し
、

調
掛
川
校
受
給
し
て
い
る
と
と
と
前
回

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
当
時
吋

は
応
召
等
に
よ
る
M
V
然
出
品
制
限
の

ゆ
枕
帥
輸
相
期
間
は
、
議
終
き
れ
な
い

と
と
に
か
泊
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
法
律
が
改
正
さ
れ
緩
滋

設
の
淡
淡
に
よ
与
、

ζ

の
道
樹
押

制
約
綬
排
水
機
場
湾
総

滋
水
時
間
除
世
帯
撲
の
一
潔
と

て
昨
昨
年
十
一
月
か
ち
利
綴
織
湾

総
燃
の
工
場
が
進
め
ら
れ
て
い

た
が
、
と
の
ほ
ど
気
球
し
十
月

二
十
八
段
、
索
後
、
崎
地
元
幾
家

多
数
参
加
加
し
て
柏
崎
ザ
ム
メ
一
か
行
わ

本
一
事
業
は
総
和
三
十
九
絡
に

大
綱
璃
検
事
業
と
し
て
採
制
引
に
必

り
附
開
銀
全
体
実
施
設
計
に
数
学

し
、
抽
排
水
回
関
口
経
二

C
C
C及

協師側側側
μ
u
o
o
v
h
w
w
、一一品目、

折
ぷ
裁
緩
叫
ザ
ト
八
〆
を
設
置
し

た
。
本
緩
み
本
拠
開
必
然
時
叫
に
よ
り

来
持
制
概
回
出
付
朝
柏
崎
市
W

総
帥
明
治
悩
二

七
一
一
問
問
'
縦
、
受
議
縦
約
一
…
附
悶

開
問
'
掃
の
措
排
水
が
な
き
れ
、
今
後

総
持
品
品
等
に
よ
る
被
也
…
け
い
か
々
く
な

る
ζ
と
に
な
る
。

定
し
ま
し
た
。

滋
絡
は
、
年
次
計
一
闘
に
よ
り

絞
殺
ま
た
は
整
備
さ
れ
ま
す
。

額
九
ぜ
改
践
す
る
と
と
に
な
ち
ま

し
た
。
と
ζ
ろ
が
こ
の
後
定
地
問

求
は
、
緩
和
料
開
間
十
二
劇
作
六
月
一
以

十
添
付
作
詩
初
日
か
完
成
し
て
、
ぞ

れ
以
後
は
議
求
で
き
な
く
な
き

ま
す
，
な
お
、
開
国
絡
を
受
け
た

ζ

と
の
な
い
者
明
、
も
、
公
務
長

門
事
人
の
淡
綴
彩
。
菅
井
同
h
V
)

と

し
て
の
、
後
掛
締
結
ゃ
を
〈
再
試
制
加
に

か
か
わ
ち
ず
V

合
計
し
て
後
一
級

慾
給
年
燃
に
透
す
る
綴
品
川
は
綴

求
で
き
ま
す
。

然
し
く
は
役
場
社
会
談
か
倒
間
後

柑
繊
細
綿
げ
い
伽
抑
制
相
絞
下
さ
い
u

イ

ン

フ

ル

手

ド

フ

砂

防

内

総

E

Z

ン

ザ

ヌ

コ

伴

a
v
bむ
傘
型

イ
ン
フ
h
N

エ

ン

ザ

の

予

隣

接

見

磁
を
つ
ぎ
の
と
お
ち
お
ζ

な
い

2

一
還
問
問
期
間
M

闘
で
一
一
閃
仲
間
篠

宮
す
9

軍
制
料
金

wv
対
象
者

1

2
ヶ
月
以
上
九
ハ
才
米
約
一

1

没
後
三
ヶ
月
以
上
の
山
地
州
側
関
分
、
一
点
十
円

i
i
s
j
i
-
-
E
a
i
-
-
2
小
、
山
叩
ザ
生
、
学
校
へ
巡

節

以

勺

釘

ぽ

絡

的

品
部
号
で
お
知
ち
せ
し
た
m
w
M問

3
十
世
点
才
ぷ
ぷ
mw
万
一
刻
分

開
閣
の
市
内
同
開
務
は
、
機
封
内
問
紺
鋒
百
円

。
四
七
六
沼
二
げ
い
釘
則
氏
い
に
し
甲
祭
滋

ま
す
。

1
有
熟
患
者
お
よ
び
糊
向
山
仰
に

対
し
で
過
敏
性
を
官
甘
す
る
だ

は
当
日
申
し
出
く
だ
き
い

wv

蹴別々
ー
山
ハ
-ydホ
ホ
融
闘
の
方
沖
同
必
ら
ず

母
子
学
制
問
者
綿
持
参
し
て
く
だ

〆、ー。

、
4

4
匂

留す務部開

ー
午
後
二
時
か
ら
ヌ
終
日
丸
十

分
ま
で
。
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で
あ
る
公
共
家
繋
の
捻
遂
げ
い
よ

り
'
約
助
金
、
附
叫
抽
恨
の
借
入
れ
な

ど
に
よ
れ
ツ
収
入
も
額
制
捕
に
お
ζ

な
わ
れ
て
い
る
と
共
托
文
総
毛

布
背
滋
樹
事
業
の
阜
網
完
成
奇
め
岬
の

し
て
行
は
れ
て
い
ま
す
。

叙
入
の
う
ち
録
制
棋
の
成
綴
ち

非
常
に
災
く
鮪
例
年
後
よ
与
三
パ

ー
セ
ン
ト
も
鈴
び
て
い
ま
す
e

附
叫
僚
が
チ
終
に
制
却
し
六
十
バ

ー
な
ン
ト
と
、
ほ
か
も
上
半
鶏

と
し
て
災
出
向
に
収
入
さ
れ
て
い

ま
す
。常丸
山
闘
は
、
品
約
認
の
べ
ま
し
た

( 2 )一一一一

一
力
都
市
へ
の
計
画

順
調
に
議
事
業
進
む

E
P
5
2
2
5
t
f
J
・
3
1
2
2
1
4
F為
g
2
2
'
2
1
2
r
〉
3
2
、
t
f
2
5
・
P
、
J
E色
t
2屯
f
・
・
ミ
2
3
1
7
E
r
2
Z
2
1
r
、
F
〉
、
t
J
A

~
民
主
語
葱
麹
麹
翠

F

さ
れ
て
開
府
ち
ま
す
こ
と
れ
ぽ
側
聞
く
た
し
て
お
与
ま
す
が
、
そ
の
火
山

川
除
機
議
畿
翠
鰯
線
灘
国

V
後
哨
盟
議
路
上
げ
る
と
と
も
に
附
砕
く
半
の
工
事
に
諸
相
手
し
%
成
を
急
山

内

機

議

譲

譲

謹

鱒

問

主

主

げ

ま

す

噂

い

で

す

ま

す

砲

主

主

芝

毅
議
錨
嬢
経
験
際
機
脳
醸
鐙
輯
:
回
剛
山
抑
制
間
十
組
?
絞
磁
場
蜘
燃
は
第
凶
設
に
返
る
ま
?
に
は
ま
ど
定
ザ
い
九

緩
襲
撃
畿
撃
銅
盤
司
=
率
霊
祭
浮
雲
は
じ
診
と
一
塁
が
山
淡
い
に
し
て
お
ち
ま

v

川
緩
鱗
購
盤
輯
鶏
機
噂
苅
鈴
し
て
、
別
淡
の
と
お
ら
数
日
り
で
す
が
f
そ

ω州
主

15L出同様
ω
山

v

j
襲
撃

E

1

3
セ
ιと
は
主
要
緩
急
な
と
亡
ろ
に
禁
訪
問
に
刊
誌
叩

内
紛
和
四
十
認
寸
疫
の
決
霧
状
絞
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
の
好
成
凶
腕
う
添
も
多
々
あ
る
と
と
と
一
仔
わ
叩

~
と
開
問
拘
留
十
一
日
ヰ
度
上
準
価
掛
…
?
を
後
ら
れ
ま
し
た
陥
商
様
山
々
の
ご
ま
す
が
‘
ょ
く
話
し
合
い
機
機
山

い
緩
む
執
行
状
況
に
つ
い
て
、
防
油
開
力
の
爆
と
時
間
制
聞
い
な
し
℃
わ
仰
の
と
協
力
を
い
た
だ
き
な
い
か
ら
川

〈
災
事
僚
の
公
表
を
い
に
し
に
い
り
ま
す
a

附
明
る
い
跨
づ
く
ち
に
努
め
た
い
叩

い
と
同
沿
い
ま
す
。
ね
も
灯
時
判
総
何
回
本
記
e

府
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